外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	



平成31年3月21日（木）　　　　　司会：三國　彩香　　　　　　記録：佐々木　弘子

	矢幅
	橋本
	小川
	菅原
	慶長
	戸賀沢
	鳥谷部
	三國
	柴崎
	馬場
	紫葉

	公休
	公休
	業務
	業務
	○
	業務
	業務
	○
	○
	業務
	業務

	佐々木
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・本日、通所行事の弥生祭りを実施している。午後の部もあるので、事故やケガのないよう進めてください。

・田向　玲美様～3/22　9:30～体験利用実施予定。
・天間　彩乃様～昨日の診察で、日中の活動場所としてデイケアの利用を勧められたとのこと。本人・家族と話し合い、体験利用を希望。3/28(木)14：00体験利用を実施予定。

・3/26(火)～3/28(木)中級昇格試験実施。

・4/20(土)六角堂祭、春の会実施。

・各種提出書類について、管理者印は慶長JGMが捺印する為、忘れずに提出すること。
・年次有給休暇を申請したら慶長JGMへ報告すること。年休希望を記載できるカレンダーを準備している為、各自確認して記載すること。

・行動観察メモ、下半期人事考課表の作成を進めておいて下さい。

＜研修案内＞
〔外部研修〕
・3/23(土)アルコール関連の研修会が青森市で開催される。詳細は部署宛てのWIZメールを確認すること。

・3/28(木)認知症セミナーの案内があり、詳しくはWIZ掲示板を確認すること。

＜各種締め切り＞
・疾患別診療計画書（医師評価必要な方の分）3/25（月）までに慶長JGMへ。書式内の意向聴取者は馬場の名前を入れること。

＜利用者様情報＞
デイケア
・田向　玲美様～昨日午後デイケア見学を実施し、今後の利用に関する面談をしている。デイケア利用に関する自分の気持ちをノート4ページに書いてきており、目的は自身1人で生活する為の能力を身に付けたいことや、就労を目指していきたいとのこと。それ以外に、過去にトラブルがあったデイケア利用者の名前や、その他のデイケア利用者の個人情報をノートに書いており、面談中同内容を繰り返し一方的に話している。デイケアの利用目的を考えている点は良いが、今までの対人関係の状況を振り返り、トラブルは自身にも反省すべき点があることや、個人情報を勝手に話し、他者との関係が崩れることで、体調を崩したりデイケア利用が出来なくなってきた経緯を確認。「確かにそうだよね、どうしていけばいいのかな」と話す為、まずは他者との交流や関係性の構築について見直し、デイケアを体験しながら過ごしてみることを提案。複数回体験利用をし、デイケアの利用が可能か確認していきながら利用を検討していくこととしている。次回3/22(金)9:30より体験利用を行う予定。

・曽我　泰庸様～昼食後立ち上がり、「そろそろ帰らないと」と話すため、なぜ帰るのか訊くと、「家庭訪問あるから」と答えており、訪問看護の訪問日は昨日であることを伝えると「昨日か？」と携帯に貼ってある青陽館の利用日の紙を見て「あーじゃあ大丈夫だ」とその後は静かにテレビを見ている。

・東海林康之様～本日仕事が休みのため通所している。昨日相談支援専門員と面談を実施したと報告があり、就労継続支援A型への移行を検討しており、近々ハローワークで求人探しや主治医の意見書の原本を受け取る予定。次回診察時に作成可能か主治医に確認するとのことで、事前に情報提供することを伝えている。「A型行きたいけど体力がね…65歳までに見つかればいいのよ」と焦りや不安の訴えはない。気分の高さも認められず表情良く他者交流している。

デイナイトケア

・吉田キクエ様～昨日帰荘後も足を引き摺るようにして歩き左膝裏の痛みを継続して訴えている。スタッフから続くようであれば病院受診を勧めるが「そのまま治るべ」と話し、受診する意思はなかったとのこと。本日、通所で体調を確認すると「良くなってきた」と返答しており、左膝裏や左脇腹の疼痛は改善したと話している。

・板橋　利美様～昨日、「ここ三日間便が出てねぇんだよ」との訴えがあり、詳細を確認すると今週になってから便が出てないこと、普段決まった時間に便が出るがここ最近は出なかったと話している。青風荘のスタッフに相談することや普段の食事をきちんと摂取し運動を適宜取り組むよう助言している。帰荘後、青風荘スタッフに便が出てないことを話していたとのこと。今朝は排便があったとのこと。

ナイトケア

・村上　元道様～昨日来所後、疲労を訴えており、仕事で疲労があるのか訊くと仕事で疲れた事を話しているが、仕事内容や仕事量が原因ではなく「ちょっとね…あったんだよ…」と、詳細を話すことはない。その後、別のスタッフへ報告があり、職場に生活保護者の葬儀関連の支援をしているというNPO法人「沙羅双樹」のスタッフが来て、相手の話にのせられ契約を結んでしまったとのこと。契約時に母親や妹の連絡先を契約書に記載しており、契約後NPO法人スタッフが母親の支援をしている「アクティブ24」に母親の情報を確認したいと連絡し、その際にグループホーム世話人へ上記情報提供があったとのこと。世話人からも同様の情報提供があり、本人自身で直ぐに決めることではなく、相談してから考えて決めるべきであることを確認。ナイトケアスタッフとも同様の振り返りをし、本人も今後の対処として職場にてNPO法人スタッフと職場スタッフと本人の3人で話をし契約の解除を進めていくと話している。「こんなことになったから落ち込んじゃった」と話す為、対応に困った際にはスタッフに相談しすぐに答えを出さない等、今回の件を今後の糧にしながら過ごしていくよう促すと「そうだね、そうしていくよ」と話している。その後、他のスタッフや利用者と仕事場のスタッフのことや最近のニュースについて話し、表情良く過ごしている。

・関　　秀治様～昨日夕食時、おかずのみ3種類食べているため、今日はご飯は持って来ていないのか訊くと、「今日はこれだけです」と答えている。何か理由があるか尋ねると、「特にないです」、野菜と肉、卵を持ってきたため、ご飯はいらないと考えたと話している。

